
我が家のタイムラインを作成しよう
近年、台風などによる記録的な大雨が全国各地で相次ぎ、大規模な水害や土砂災害が発生し
ています。本県でも、平成27年９月関東・東北豪雨では約4,200人、令和元年東日本台風では
約330人の方の避難が間に合わず、「逃げ遅れ」となっております。
こうしたことを防ぐため、平時のうちに、各家庭において逃げ遅れないためにやるべきこと

を確認しておく「「我我がが家家ののタタイイムムラライインン」」を作成しておきましょう。

①① 名名前前をを記記入入ししままししょょうう。。

②② 災災害害（（浸浸水水、、土土砂砂災災害害））ががおおききたた時時
のの避避難難先先をを記記入入ししままししょょうう。。

※避難先は市町村の避難所へ。
または、ハザードマップで色が塗られ
ていない親戚・友人宅などへ。

③③ 避避難難先先ままででのの移移動動手手段段をを記記入入ししまま
ししょょうう。。

④④ 避避難難先先ままででののおおおおよよそそのの移移動動時時間間をを
記記入入ししままししょょうう。。

⑤⑤ 避避難難すするるととききにに持持っってていいくくももののをを
○○でで囲囲みみままししょょうう。。

⑥⑥ 避避難難すするるタタイイミミンンググをを決決めめてて○○でで
囲囲みみままししょょうう。。

・【【警警戒戒レレベベルル３３】】高高齢齢者者等等避避難難
一緒に逃げる家族の中に、高齢
者など避難に時間がかかる人が
いる場合に選択。

・【【警警戒戒レレベベルル４４】】避避難難指指示示
上記以外の場合に選択。

⑤

⑥

○ ハザードマップとは

ハザードマップとは、浸水や土砂災害の危険がある
地域や災害発生時の避難先(指定避難所など)が示され
た地図のことで、災害のリスクがあるエリアに色が塗
られています。ご自宅の場所の災害リスクをあらかじ
め確認しておきましょう。
ハザードマップは、市町村ごとに作成しております

ので、お住まいの市町村のホームページで確認するか、
市町村の防災担当課へお問い合わせください。

ハザードマップは、
以下の二次元コードから
確認できます。

ハザードマップで自宅の災害リスクを確認しよう
まず、はじめに

作作成成方方法法 ①

② ③ ④

ハザードマップイメージ

自宅の場所が色が塗られたエリア（災害リスク有）に位置する場合、

〇その他
防災情報

・茨城県河川情報
県内の河川の水位情報や、雨量
情報などが確認できます

・キキクル（危険度分布）
災害（洪水、土砂災害）の危険度の
高まりを確認できます

※お問い合わせは、茨城県防災・危機管理課(029-301-2885)またはつくばみらい市防災課(0297-58-2111)まで
※お問い合わせは、茨城県防災・危機管理課（029-301-2885）またはつくばみらい市防災課（代表 0297-58-2111）まで


